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Abstract

Inthisstudy,fourtypesofminiaturizedhigh-temperaturesuperconductor(HTS)filtersaredevelopedbyusingcoplanar

waveguide(CPW)quarter-wavelengthresonators･ThefiltershavegreatlyreducedsizecomparedwithmostpreviousCPW

HTSfilters･Theyaredesignedbyemploylnganelectromagneticsimulatorincombinationwithapproprlatelychosen

equlValentcircuits,andarefabricatedusingYBCOfilmsdepositedonMgOsubstrates.Theirmeasuredfrequencyresponses

agreewellwiththeoreticalpredictions,andshowlowinsertiontossesinsplteOftheirsmallsizes･
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1.日的

近年､高品質の移動体通信を実現するために､

超電導技術を応用した高性能フィルタ実現への要

求が高まっている｡コプレーナ線路(CPW)構造を

用いた高温超伝導(HTS)フィルタは､高価なHTS

薄膜を誘電体基板の片面のみに施すため､両面製

膜のマイクロス トリップ構造より非常に経済的で

ある利点を持つ｡本共同研究では､CPWl/4波長

共振器を用いた並列配置構造インターディジタル

形､コムライン形､お よびスパイラル共振器を用

いた多帯域通過フィルタ(BPF)の設計､評価を行

い､フィルタの小型化および高性能化を図る｡

2.研究成果

本研究の成果を以下の4項目にまとめる｡

(1)製作精度や計算精度の影響を受けにくい励振
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構造を用いて共振器並列配置構造 CPWl/4波

長インターディジタル5段BPFの設計を行っ

た｡設計したフィルタをYBCO 薄膜と MgO

基板を用いて製作 ･測定した結果､所望のフィ

ルタ特性を得た｡

(2)並列配置構造 CPWl/4波長コムライン形 4段

および8段 BPFの設計を行った｡

(3)フィルタの小型化のため CPW スパイラル共

振器を用いた多段 BPF の提案を行った｡

CPWl/2波長スパイラル共振器を用いた 4段

および6段BPFの設計を行った｡

(4)更なるフィルタの小型化のため､CPWl/4波

長スパイラル共振器を用いた5段BPFの設計

を行った｡このフィルタをYBCO薄膜とMgO

基板を用いて製作 ･測定した結果､所望のフィ

ルタ特性を得た｡

以上の結果より､高温超伝導薄膜を用いたCPW

構造多段帯域通過フィルタの設計 ･製作 ･評価を

行いフィルタの小型化を実現した｡


